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〇概要 

日本下水道協会は、研修を実施するにあたり、新型コロナ感染症対策に十分配慮

し、研修開催における必要な対策をまとめたマニュアルを作成した。このマニュア

ルは国の方針等に準拠したもので、研修を実施するうえで、全国どの会場において

も同一の運用を行い、受講者、事務局職員等の感染防止の徹底を図る。 

また、新たに政府等から新型コロナ感染症対策に関する対策等が発表された場合

は、随時、その内容をマニュアルに反映させ実施していくこととする。 

 

〇マニュアルの構成 

（１）受講生に対する対策 

（２）事務局職員の対策 

（３）会場での対策 

（４）会場貸出者との協議事項 

 

〇参照資料 

・新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針（出典：国） 

・民間検定試験等の実施における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン 

（出典：特定非営利活動法人 全国検定振興機構） 

・学習塾事業者における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン 

（出典：公益社団法人 全国学習塾協会） 

  



（１）受講者に対する対策 

・研修の募集案内にて受講前の検温の実施を周知します。 

 

・研修受講前の検温(受付にて非接触型体温計での検温の実施)に協力をお願いしま

す。37.5 度以上の発熱や軽い風邪 症状（のどの痛み、咳、発熱）がある場合は

研修の受講を取り止めていただきます 

 

・次の事項に該当する方は受講を取り止めてください。 

→新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある場合 

→同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

→過去 14 日以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要と発表されて

いる国・地域等への渡航、並びに当該在住者との濃厚接触がある場合 

 

・受講中はマスクを着用し、「咳エチケット」の遵守をお願いします。 

 

・受付時、研修の休憩、昼休憩の外出後等の機会に事務局より、こまめに手洗い又

は手指消毒を行っていただくよう呼びかけます。 

 

・タオルの共用や手洗い時のハンドドライヤーの使用を避け、ペーパータオルを使

用するか個人用のタオルを使用するように呼びかけます。 

 

（２）事務局職員の対策 

・前日および当日の朝に検温を行い、37.5 度以上の発熱、咳、全身倦怠感等の症状

があれば会場への入室をしません。 

 

・次の事項に該当する場合は会場における研修業務に従事しません。 

→新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触がある場合 

→同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

→過去 14 日以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を必要と発表されて

いる国・地域等への渡航、並びに当該在住者との濃厚接触がある場合 

 

・事務局職員は、会場での役割分担を決めて感染症対策に取り組みます。 

 

・マスク等を着用し、「咳エチケット」を確実に遵守します。 

 

・こまめに手洗い又は手指消毒を行います。 



 

・タオルの共用や手洗い時のハンドドライヤーの使用を避け、ペーパータオルを使

用するか個人用のタオルを使用します。 

 

・研修の実施に関わらず、日頃より衛生管理や３密対策を徹底します。  



（３）会場での対策 

・入場時に密にならないよう、間隔を空けて受付を行います。 

 

・入口及び施設内の手指の消毒液を設置します。 

 

・机、演台など会場内施設の消毒を行い、受講者の入れ替え時においても消毒を行

います。 

 

・他人と共用する物品や手が頻回に触れる箇所を工夫して最低限にします。 

 

・会場定員に対する参加人数の割合を半分程度とし、会場内における受講生と講師

の間隔を確保します。 

 

・受講生の周囲（四方）を空けた席配置として、受講生同士の接触を極力少なくし

ます。 

 

・対面する機会をできるだけ排除します。 

 

・受講者と事務局職員が至近距離で会話する環境を避け、会話時や発声時はマスク

やフェイスガードを着用します。 

 

・資料を配布する際は手袋を装着します。 

 

・風通しの悪い空間を作らないように心掛け、こまめに換気を行います。 

 

・事務局職員は、入退室の前後に消毒をします。 

 

・休憩時は、対面で食事や会話をしないように呼び掛けます。会話をする際はマス

クを着用します。 

  



（４）会場貸出者との協議事項 

・トイレ便器内は、通常の清掃で良いが、不特定多数が接触する場所は、清拭消毒

を行うよう会場側に申し入れます。 

 

・トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう表示します。 

 

・休憩スペースは、常時換気するよう申し入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


